
☆
異
常
と
言
え
る

天
候
だ
っ
た
七
月

か
ら
八
月
。
大
阪

北
部
地
震
の
後
に

発
生
し
た
西
日
本

豪
雨
は
死
者
二
百

人
を
超
え
る
大
災
害
に
な
っ

た
。大

阪
で
は
台
風
二
十
一
号

の
被
害
は
甚
大
で
、
風
の
強

さ
は
大
阪
に
来
て
初
め
て
の

体
験
。
故
郷
は
三
重
県
の
熊

野
で
小
学
生
の
時
に
伊
勢
湾

台
風
、
中
学
一
年
で
第
二
室

戸
台
風
を
経
験
し
て
い
る
。

今
回
の
台
風
は
、
こ
れ
ら

の
台
風
に
匹
敵
す
る
も
の
で

あ
り
、
停
電
に
よ
る
断
水
は

子
ど
も
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も

起
こ
り
、
我
が
家
か
ら
の
出

勤
は
結
局
三
日
間
に
な
っ
た
。

会
社
の
工
場
の
屋
根
も
飛

び
、
空
が
見
え
る
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

今
年
六
月
の
南
大
阪
の
沖

縄
訪
問
時
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ

ん
が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
「
た
く
さ
ん

の
美
し
い
デ
イ
ゴ
が
咲
い
た

年
は
台
風
が
多
い
年
な
の
で

す
よ
」
と
、
な
ん
と
な
く
聞

い
て
い
ま
し
た
が
現
実
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
（
九
月

五
日
で
二
十
一
号
）
。
特
に

港
湾
関
係
は
「
壊
滅
」
状
態

と
全
港
湾
大
阪
支
部
役
員
さ

ん
の
話
。

大
き
な
コ
ン
テ
ナ
が
海
の

上
を
プ
カ
プ
カ
と
浮
い
て
い

る
光
景
に
唖
然
と
し
た
。
万

博
や
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
を
誘
致

す
る
松
井
知
事
ら
の
維
新
勢

力
に
は
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
に

な
っ
た
は
ず
。
夢
洲
の
半
分

の
敷
地
は
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
に
な
っ
て
い
て
海
に
流
さ

れ
た
り
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た

り
、
そ
の
上
停
電
が
続
き
想

定
外
の
事
が
起
き
て
い
る
。

台
風
の
去
っ
た
四
日
の
午

後
か
ら
近
畿
一
円
で
停
電
と

な
り
某
区
役
所
で
も
停
電
で

仕
事
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

自
然
が
も
た
ら
す
脅
威
は

想
像
を
超
え
て
い
ま
す
ね
。

六
日
の
朝
は
、
北
海
道
の

地
震
、
震
度
七
は
か
な
り
の

被
害
を
発
生
さ
せ
ま
す
ね
。

今
週
は
台
風
と
地
震
の
ニ
ュ
ー

ス
ば
か
り
で
悲
し
い
気
分
に

な
り
ま
す
。
本
当
に
静
か
な

九
月
で
あ
っ
て
ほ
し
い
よ
。

☆
九
月
の
月
は
連
休
が
多
く
、

組
合
の
行
事
も
た
く
さ
ん
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
合

間
を
ぬ
っ
て
応
援
す
る
大
阪

朝
鮮
高
級
学
校

ラ
グ
ビ
ー
部
の

試
合
の
応
援
に

も
行
く
事
に
な

る
の
で
忙
し
い

で
す
。

今
年
は
全
国

大
会
に
出
る
確

率
が
高
く
、
十

一
月
十
八
日
、

三
年
ぶ
り
に
全

国
大
会
へ
の
権

利
を
勝
ち
取
る

で
し
ょ
う
。

が
ん
ば
れ
朝
高
！
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